
自動車業界動向

2022.09.19
クイック･ネットワーク株式会社



コンパクト ミニバン・1BOX軽自動車

SUV・クロカン 輸入車
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Quick×ワンプライス成約車輌 8月度ランキング

1位
タント

平均 H26年 747,000円

2位
ジムニー

平均 H26年 1,541,000円

3位
ワゴンＲ

平均 H28年 718,000円

4位
ハイゼットカーゴ

平均 H28年 768,000円

5位
ミライース

平均 H28年 519,000円

1位
ＭＩＮＩ

平均 H27年 1,878,000円

2位
Ｃクラス

平均 H28年 2,896,000円

3位
５シリーズ

平均 H28年 2,883,000円

4位
Ｅクラス

平均 H26年 2,808,000円

5位
Ｓクラス

平均 H28年 6,100,000円

1位
エクストレイル

平均 H27年 1,476,000円

2位
ランドクルーザープラド

平均 H26年 3,806,000円

3位
フォレスター

平均 H26年 1,532,000円

4位
ハリアー

平均 H27年 2,518,000円

5位
ヴェゼル

平均 H28年 1,778,000円

1位
ハイエースバン

平均 H26年 1,604,000円

2位
ＮＶ３５０キャラバンバン

平均 H28年 1,469,000円

3位
レジアスエースバン

平均 H26年 1,408,000円

4位
エルフトラック

平均 H22年 2,330,000円

5位
キャンター

平均 H24年 3,015,000円

バン・トラック

1位
プリウス

平均 H27年 1,443,000円

2位
アクア

平均 H27年 1,065,000円

3位
ヴィッツ

平均 H24年 509,000円

4位
シビック

平均 H26年 2,271,000円

5位
フィット

平均 H25年 704,000円

1位
ヴォクシー

平均 H26年 1,804,000円

2位
セレナ

平均 H27年 1,488,000円

3位
ヴェルファイア

平均 H26年 2,188,000円

4位
アルファード

平均 H27年 3,727,000円

5位
ノア

平均 H25年 1,510,000円
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中古車輸出情報

2022年8月

Quick×ワンプライス 輸出向け成約車輌ランキング

1位
ハイエースバン

平均年式 H27年 平均金額 1,280,000円

2位
ランドクルーザープラド

平均年式 H31年 平均金額 4,590,000円

3位
ＭＩＮＩ

平均年式 H19年 平均金額 2,345,000円

4位
ｴｸｽﾄﾚｲﾙ

平均年式 H29年 平均金額 1,538,000円

5位
パジェロ

平均年式 H20年 平均金額 1,080,000円



4

Quick×ワンプライス出品成約状況

平均単価

前年8月

144,8万円

今年8月

175,4万円 平均単価

前年8月

61,1万円

今年8月

76,4万円

Quickワンプライス平均単価が175,4万円にUP!!
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2022年 8月新車販売ランキング

乗用車 軽自動車

順位 ブランド通称名 ブランド名 台数 前年同月比 順位 ブランド通称名 ブランド名 台数 前年同月比

１ ヤリス トヨタ 14,041 76 １ Ｎ-ＢＯＸ ホンダ 11,130 84.1

２ ノート 日産 7,871 110 ２ スペーシア スズキ 6,751 72.6

３ カローラ トヨタ 7,334 103.2 ３ ムーヴ ダイハツ 6,601 95.7

４ ライズ トヨタ 5,733 96.8 ４ ワゴンＲ スズキ 5,514 105.3

５ セレナ 日産 5,275 122.6 ５ タント ダイハツ 5,119 62.3

６ フリード ホンダ 5,199 100 ６ ルークス 日産 4,926 103.9

７ フィット ホンダ 5,148 124.9 ７ アルト スズキ 4,803 140.6

８ ルーミー トヨタ 4,924 47.6 ８ ハスラー スズキ 4,733 65.3

９ ステップワゴン ホンダ 4,614 158.7 ９ タフト ダイハツ 3,809 77.9

１０ アクア トヨタ 4,456 47.2 １０ サクラ 日産 3,523 44713.0

１１ ノア トヨタ 3,766 122.3 １１ ジムニー スズキ 3,347 184.7

１２ ソリオ スズキ 3,680 129.6 １２ ミラ ダイハツ 3,318 73.5

１３ ヴェゼル ホンダ 3,514 79.8 １３ Ｎ-ＷＧＮ ホンダ 2,474 73.0

１４ ヴォクシー トヨタ 3,370 79.4 １４ デイズ 日産 2,203 84.9

１５ ハリアー トヨタ 3,271 65.6 １５ ｅＫ 三菱 1,847 81.7
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自動車業界トピックス

グーネット自動車流通より

8月鉄スクラップ市況情報
約4万円の水準で底値を迎えた

新車販売１４カ月連続でマイナス

日本鉄リサイクル工業会（東京都新宿区）は8月1日、国内の鉄スクラップマ
ーケット情報を発表した。4月下旬をピークに値下げに転じた国内鉄スクラッ
プ市況は、7月にかけて下げ基調が続いた。8月も弱含み感が拭えないまま迎え
たが、中旬以降に一転して急反発するという激しい展開をみせた。

関東地区では8月初めから輸出船積みが続いたことに加え、関東鉄源協同組
合の8月10日の落札価格が地場電炉価格を上回ったことが全国的に影響を与え
た。その後も海外からの日本産鉄スクラップに対する引き合いが増加。

大手電炉メーカーが輸出に対抗する姿勢を鮮明に打ち出したこともあり、価
格は急上昇した。8月末のH2炉前価格は、関東が4万6000～4万7000円、関西
が4万6000～4万7500円とともに前月末比約6000円高く、8月は価格が反騰し
た月となった。また、約4万円の水準で底値を迎えたため、日本の鉄スクラッ
プの価格帯（レンジ）が新たなステージに入ったとの見方もある。

一方、カーボンニュートラルで注目される日本の高炉の購入量及び中国の輸
入量は大方の予想に反し今年も伸びておらず、将来どのタイミングで増えるの
かが注目されている。

グーネット自動車流通より

ヤリスが２カ月連続でトップ

日本自動車販売協会連合会と全国軽自動車協会連合会は、8月の新車
販売台数を発表した。トヨタ「ヤリス」が1万8679台が販売され、2カ
月連続でトップとなった。

8月の新車登録台数は17万9075台（前年同13.3%減）、軽自動車販
売台数は11万967台（同1.9%減）、登録車と軽自動車の販売台数合計
は、34万9335台（同9.3%減）で14カ月連続でマイナスとなった。
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自動車業界トピックス
日産自動車と日産モータースポーツ＆カスタマイズ
「国際福祉機器展 H.C.R.2022」に福祉車両3台を出展

日産自動車株式会社と日産モータースポーツ＆カスタマイズ株式会社は、10月5
日（水）から10月7日（金）までの3日間、東京ビッグサイトで開催される「第
49回 国際福祉機器展 H.C.R.2022」に、ライフケアビークル（福祉車両）を3台
出展すると発表しました。
日産自動車グループでは、お客さまの生活のいろいろなシーンでお役に立ちたい
との意味を込め、福祉車両を「ライフケアビークル」（LV：Life Care 
Vehicles）と呼称し、個人ユースから施設での利用まで対応する、幅広いライン
アップを取り揃えています。
3年ぶりの出展となる今回は、昨年10月のビッグマイナーチェンジで車いす固定
装置の操作性を大幅に向上し、主に福祉施設や病院の送迎用として活躍する「キ
ャラバン チェアキャブ」や、個人ユースから施設まで幅広いニーズに対応する
「セレナ チェアキャブ スロープタイプ」、軽自動車でありながらゆとりのある
ドア開口高で、背の高い方でも頭上を気にせず安心して乗り降りができるルーク
ス「助手席スライドアップシート」の計3台を出展します。
日産はライフケアビークルにおいても、電動車と技術革新を通じて、人々の移動
の可能性と、社会の可能性を広げることで、優れた価値を提供していきます。

日産公式HPより

＜出展車両一覧＞
キャラバン チェアキャブ 車いす1+1名仕様
セレナ チェアキャブ スロープタイプ車いす2名仕様
ルークス 助手席スライドアップシート ※オートステップ（オプション）装着車

＜「国際福祉機器展H.C.R.2022」概要＞
日 時 ： 10月5日（水）～10月7日（金） 10：00～17：00 （7日のみ16:00まで）
会 場 ： 東京ビッグサイト 東1～6ホール （東京都江東区有明3-11-1）
主 催 ： 全国社会福祉協議会、保健福祉広報協会
入場料 ： 無料 （事前登録制）

スズキ公式HPより

スズキ、軽商用車 新型「スペーシア ベース」を発売

新型「スペーシア ベース」は、「遊びに仕事に空間自由自在。新しい使い方を実現する軽商用バ
ン」をコンセプトに、商用車の積載性や広い荷室空間、使い勝手のよさと、乗用車のデザインや
快適性、運転のしやすさを融合した新型軽商用車です。
パッケージングは、隙間のないフルフラットなフロアと低く抑えた荷室開口地上高による、使い
やすく荷物が出し入れしやすい荷室空間と、スペーシアと同等の乗り降りしやすいシート高や乗
り心地のよいフロントシートによる、快適な前席空間を両立しました。また、全車標準装備のマ
ルチボードを使い、車中泊やワーケーションなど、目的に合わせて室内空間を自由にアレンジす
ることが可能です。
さらに、オーバーヘッドシェルフやリヤクォーターポケット、フロアコンソールトレーなど多彩
な収納スペースを設置したほか、ユーティリティーナットやLEDルームランプ、運転席&助手席
シートヒーター、助手席シートバックテーブル、防汚タイプラゲッジフロア、USB電源ソケット
［Type-A／Type-C］を採用し、利便性の高い室内空間としました。
デザインは、フロントグリルやドアハンドル、ドアミラー、バックドアガーニッシュなどの加飾
をブラックで統一することで、重厚感を強調するとともに、リヤクォーターパネルやチェッカー
プレートをモチーフにした専用エンブレムを採用し、お気に入りの道具感を演出しました。また、
インパネカラーパネルやリヤクォーターポケットなどのアクセントカラーにグレーイッシュブル
ーを採用し、力強さを表現しました。
車体色は、新色「モスグレーメタリック」をはじめとする全5色のラインアップとしました。
安全面では、夜間の歩行者も検知するデュアルカメラブレーキサポートなどを搭載するスズキ セ
ーフティ サポートを全車に標準装備したほか、XFには全車速追従機能付きのアダプティブクル
ーズコントロール（ACC）を採用しました。また、すれ違い支援機能を搭載した全方位モニター
用カメラをメーカーオプションとして設定しました。さらに、LEDヘッドランプ、LEDフォグラ
ンプを全車に標準装備し、安全機能を充実させました。
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Quick×Quick共有在庫なら無料で出品!!

こんなに売れる！実例紹介!!
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Quick×Quick 便利ツール

Quick×Quick会員なら多くの便利なサービスをご利用頂けます!!


